
ふるさとの
 文化財探訪

第114回

み
ち
し
る
べ

文
化
財
調
査
委
員
　
坂
本 

美
樹

　
『
皇
太
子
殿
下　

御
降
誕
記

念　

指
道
標　

右
は
ん
だ
す
じ

ゆ
た
け
た　

左
と
ち
ぎ
く
り
ば

る
』
と
書
か
れ
て
い
る
細
長
い

道
標
。「
田
ん
ぼ
の
中
か
ら
で

て
き
た
の
で
す
が
…
」
と
言

わ
れ
、
よ
く
見
か
け
る
道
標
く

ら
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
の
背
丈
よ
り
大
き
な

も
の
な
の
で
正
直
驚
き
ま
し
た
。
表
以
外
は

彫
り
込
ん
だ
様
子
は
な
く
自
然
石
の
ま
ま
で

す
。
で
も
道
違
う
じ
ゃ
ん
！
と
思
っ
た
の
は

土
地
勘
の
な
い
私
の
発
想
。
現
在
の
道
よ
り

川
側
下
段
で
す
が
、
昔
『
オ
オ
カ
ン
』
と
呼

ば
れ
た
道
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
オ
オ
カ
ン
？

日
田
に
続
く
往
還
し
か
知
ら
な
い
私
は
ま
た

ま
た
大
混
乱
。
す
る
と
地
区
内
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
『
オ
オ
カ
ン
』『
ダ
イ
オ
オ
カ
ン
』
と

の
名
前
が
出
て
き
ま
し
た
。
発
音
は
違
い
ま

す
が
、
昔
の
主
な
道
（
町
道
等
）
を
そ
う
呼

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
二
股
の
山
の
神
に
向

か
う
方
が
飯
田
の
行
く
道
な
の
で
標
識
と
合

致
し
ま
す
。
町
道
と
の
話
で
し
た
の
で
、
役

場
に
行
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ　

こ
こ
は
里

道
だ
そ
う
で
す
。
車
ど
こ
ろ
か
人
や
馬
で
な

い
と
通
れ
な
い
狭
い
道
。
今
は
ひ
ん
や
り
と

し
た
暗
い
山
道
。
で
も
そ
の
昔
、
筋
湯
に
湯

治
に
向
か
う
人
の
往
来
。
そ
の
背
負
っ
て
い

る
重
い
荷
物
運
び
ま
す
よ
と
小
遣
い
稼
ぎ
を

し
て
い
る
人
。
地
域
の
方
々
に
お
話
を
聞
く

に
つ
れ
て
そ
ん
な
想
像
に
掻
き
立
て
ら
れ
ま

す
。
不
思
議
な
の
は
こ
ん
な
に
大
き
な
道
標

な
の
に
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
口
を
そ
ろ

え
る
こ
と
で
す
。
皇
太
子
の
誕
生
記
念
な
の

で
自
ず
と
限
ら
れ
て
は
き
ま
す
。
別
の
と
こ

ろ
に
も
石
碑
が
あ
る
と
聞
き
行
っ
て
み
る
と

こ
れ
ま
た
大
き
な
自
然
石
。
大
正
十
三
年
一

月
二
十
六
日
と
彫
ら
れ
て
ま
す
。
倒
れ
て
い

て
反
対
側
す
べ
て
は
読
め
ま
せ
ん
が
、
わ
ず

か
な
隙
間
か
ら
『
皇
太
子
殿
下
』『
奉
』『
祝
』

と
の
字
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
道
標
も
同

じ
頃
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
皇
太
子
と
い
う
の

は
昭
和
天
皇
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
き
く
て
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
が
残
念
（
涙
）。
こ
の
地
区
に
は
手
の
い
い

石
工
さ
ん
も
い
た
そ
う
で
、
近
く
に
あ
る
稲

荷
さ
ん
に
石
灯
籠
や
『
関
之
本
神
社
』
と
彫

ら
れ
た
石
碑
が
あ
り
そ
の
方
の
手
に
よ
る
も

の
だ
そ
う
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
こ
れ
ら
も

そ
の
方
の
作
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歩
い
て
み

て
思
っ
た
の
は
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
現
在
の

道
よ
り
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
さ
れ
た
道
で
、
歩

い
て
い
く
な
ら
断
然
こ
ち
ら
の
道
。
ま
だ
同

じ
よ
う
な
石
碑
も
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

こ
の
先
芝
や
か
た
に
抜
け
る
道
も
確
認
す
べ

く
歩
い
て
み
ま
し
た
が
、
こ
こ
だ
と
思
っ
た

と
こ
ろ
は
別
の
林
道
で
、
本
来
の
道
と
思
わ

れ
る
道
は
、
藪
が
ひ
ど
く
て
断
念
。
冬
の
草

の
枯
れ
た
時
期
に
も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今年度最終となる第５回の講座では「自らを啓発者た
らしめるために　他人事ではなく、自分事として考える
ために」と題して、南山田小学校　校長の池部義孝さ
んを講師に招きました。講座終了後に書いていただいた
アンケートで以下のような記述がありました。（一部抜粋）
・５回の講座で終わりではなく、学び続けいていくこ
とが大切なんだと思いました。自分だけではなく、
家族で考える機会を持ちたいです。
・「難しいことではあるけれど、身近なことから話す
と伝わりやすいよ。教科書がなぜ無償になったのか」
と教えていただき、なるほど！と思いました。難しい

2023 年度　第５回なるほど “ ザ ” 人権講座

人権

No.327

難しいと思わず、ひとつ話すことで、ひとつひとつが
つながっていくのだと思いました。
・今まで学んだ事を「人に説明する」・・・という事を
考えることで、自分なりの自分の言葉として整理が少
しできた。
・みんなが幸せで過ごしていけるように、自分達が差
別について子どもたちに伝えていけたらいいなと思
いました。
・講座で学んだことを正しく伝えなければ、と思うと
自分にできるだろうかと思いますが、人権啓発者とし
て学習を続けていければと思いました。
　また、講演後通常のグループ討議ではなく、１対１の
ペアトークを実施した感想についても紹介します。
・子供への伝え方など「なんでだろう？」「～と思うよ～」
と子供がわかりやすい伝え方を話せました。もし子供
に聞かれたら子供の目線でうまく伝わると良いです。
・ペアトークでも時間が少し少ないと感じましたが、
非常に良い企画でした。相手の方の考え方も知れた
ことが良かった。
・子供の年が同じという事で、話がそれるくらい和気
あいあいとできてよかったです。言えない事でも話
せた感じがありました。
　紙面の都合上、詳細について掲載することができ
ませんが、ご質問等がございましたら、社会教育課

（７６－３８２３）までお問い合わせ下さい。
（社会教育課）
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新刊・新着図書案内   ～ コタツでミカンと読書の季節です  ～
●児童図書・コミック
銭天堂（20） 廣嶋玲子
はじめての子どもパン教室 吉永麻衣子
料理はすごい！ 秋元さくら
元気のゆずりあいフレーベル館ジュニア・ノンフィクション 別司芳子
ためして！ウラ技大全わくわく生活ラボ
時をかける少女 筒井康隆
きみのそばにいるよ いぬいさえこ
コーラ イチからつくる コーラ小林
赤のものがたり ステファン・キール
かあちゃん取扱説明書 いとうみく
●一般図書
存在のすべてを 塩田武士
ロウ・アンド・ロウ 村山由佳
鼠、十手を預かる（鼠シリーズ12）（文庫） 赤川次郎
あなたが誰かを殺した（加賀恭一郎シリーズ11） 東野圭吾
季刊地域No.55 有機で元気になる！（文庫） 農山漁村文化協会
いい湯じゃのう １～３（文庫） 風野真知雄
心臓の王国 竹宮ゆゆこ
獣の夜 森絵都
ゴリラ裁判の日 須藤古都離
向日葵色のフリーウェイ 杉原爽香50歳の夏（文庫） 赤川次郎
からだの美 小川洋子
おれに聞くの？ 山下澄人
今日のおやつは何にしよう 益田ミリ
そんな我慢はやめていい 午堂登紀雄
ふんわりと上昇気流に乗る生き方 井垣利英

裁判官の爆笑お言葉集（新書） 長嶺超輝
プア・ジャパン 野口悠紀雄
夏休みの一週間で308万稼いだ小学生 船ケ山哲
年末調整・法定調書の記載チェックポイント 令和5年分 野末英男
人見知りの自分を許せたら生きるのがラクになりました わたなべぽん

「心が強い子」に育つ100の質問 中野日出美
10歳から始める！起業家になるための「7つのレッスン」
親子で楽しむ星空の教科書 渡部潤一
体ととのう おうち薬膳 木村容子
コロナ禍の教訓をいかに生かすか 前浦穂高
土木遺産な旅のススメ風土と地形を体感する旅へ 九州地域づくり協会
世界の自動車オールアルバム2023年
1日1分神業リンパ このみ先生
やせる日常動作大図鑑 植森美緒
オレンジページnetみんなの検索No.1レシピ137
ポリ袋で簡単！もみもみ発酵レシピ 荻野恭子
京都人直伝“お揚げさん”の底力！ 小平泰子
虚無レシピ リュウジ
ニッポンのうまい米 西島豊造
デザインのミカタ デザイン研究所
生活が楽になる！スマホ基本のキ 岡嶋裕史
暮らしを彩る実用折り紙 川村晟
まんが日本昔ばなし サンエイムック
Thinking Baseball 
  慶應義塾高校が目指す“野球を通じて引き出す価値” 森林貴彦
通い猫アルフィーと３匹の教え子 レイチェル・ウェルズ
 その他多数

　ほんの森11月号　平日	午前10時～午後６時　土・日	午前９時～午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76−3888

●『おはなし会』 毎月第2土曜日10時30分〜11時
11 月のボランティアグループは「ぷちトマト」の皆さんでした。
12 月は「チームそらまめくん」のみなさんです。（12 月 9 日予定）
たくさんのご参加をお待ちしております。
● 県立図書館の本 500 冊、入れ替えます。１２月１２日頃より貸出可能です。お楽しみに！

お
知
ら
せ

・・・ 思いがけないものを発見する能力。
　　特に科学の分野で失敗が思わぬ大発見につながった時などに使われる。（大辞林より）

“本とのセレンディピティ“のおはなし

セレンディピティ
（serendipity）

　ペニシリンは、細菌学者アレクサンダー・フレミングによって偶然発見された抗生
物質で、結核の治療薬として多くの命を救うこととなり、２０世紀最大のセレンディ
ピティと言われています。

　冷戦時代、アメリカ海軍が敵の潜水艦の接近に備えた高性能な音波探知機を開発
する途中のこと、ある時謎の音波がキャッチされます。発信源がイルカであることが
判明。のちにこれがイルカ同士の交信（会話）であることがわかりました。

― 2000 年 ノーベル化学賞受賞　白川 秀樹さんの言葉 ―
「私の場合も、失敗や偶然がきっかけで、目的のものよりももっと重要な発見ができた。でもいくら失敗
しても、その失敗の意味を見つける知性がなければ発見にはつながらない。それは化学の研究にだけ
言われることではない。いろんな場面でセレンディピティはあり得るのです。」

― 2010 年 ノーベル化学賞受賞　鈴木　章さんの言葉 ―
「 『偶然に物事を発見する能力』とはいえ、何もやらない人はセレンディピティに接する機会はありません。
一生懸命、真剣に新しいものを見つけようとやっている人には顔を出すものです。」

例① ペニシリン

例② イルカの会話

　図書館の書架を、何ともなしに眺めていたら目に入ってきた本のタイトル。手に取ってパラパラ見て
みると、今の私に必要な言葉がそこにあった。・・・なんていう経験、ありませんか？
　これが、図書館で起こりうる「本とのセレンディピティ」です。目的の本がなくても、図書館にお越し
ください。あなたにも素敵な偶然がありますように。
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暮らしの情報　●

お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

■
出
願
資
格

・
保
護
者
等
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有
す

る
者

・
大
学
（
通
信
に
よ
り
教
育
を
行
う
課
程
、

別
科
、
専
攻
科
、
大
学
院
を
除
く
）
及

び
短
期
大
学
に
在
学
ま
た
は
進
学
を
希

望
す
る
者
で
基
準
を
満
た
す
者

■
出
願
期
間　
12
月
28
日
㈭
ま
で

■
貸
与
期
間　
令
和
６
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

■
特
　
徴　

　

奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
。
申
込
者
の

中
か
ら
里
見
奨
学
金
（
給
付
）
に
推
薦
。

文
系
学
部
、理
工
系
学
部
問
わ
ず
（
但
し
、

医
学
部
、
薬
学
部
国
家
試
験
課
程
除
く
）

■
そ
の
他　
貸
与
月
額
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０
）

心
の
病
を
考
え
る「地

域
学
習
会
」

　
仲
間
が
い
る
こ
と
、
同
じ
思
い
を
抱
え

る
家
族
が
い
る
こ
と
、
経
験
を
分
か
ち
合

う
こ
と
を
力
に
。
共
に
考
え
、
学
び
合
い

ま
し
ょ
う
。
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
と
　
き　
12
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
１
時
15
分
～

　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
玖
珠
町
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

■
参
加
対
象　

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
当
事
者
の
家
族
・

当
事
者
・
支
援
者
・
関
心
の
あ
る
方

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員
　
80
名

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
事
前
申
込
可
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
む
つ
み
会

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
２
‐
６
３
０
６
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
使
っ
て
申
請
す
る
と　

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す

　
県
の
健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
事
業
に
参
加
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
て
申
込
む
と
、
５
０
０
円

相
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

■
対
象
者

　
⑴
健
康
ア
プ
リ
「
お
お
い
た
歩
得

　
　
（
あ
る
と
っ
く
）」
利
用
者

　

⑵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
大
分
県

立
図
書
館
資
料
利
用
券
と
し
て
利

用
登
録
し
た
方

　
⑶
小
規
模
集
落
応
援
隊
参
加

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
12
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

年
金
相
談
日

■
と
　
き　
12
月
27
日
㈬

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き　
12
月
14
日
㈭
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

医
療
相
談

■
相
談
料
　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
12
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き　
12
月
７
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

▲ＨＰ
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●　暮らしの情報

テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国

税
庁
の
各
種
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
日
田
税
務
署
内
に
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会・登
録
要
否
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
12
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
日
田
税
務
署
２
階
会
議
室

■
人
　
数　
15
人

　
（
先
着
順
、
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
）

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
税
務
署

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
１
３
６
）

　
※
自
動
音
声
案
内

診
療
費
の
減
免
事
業

　
済
生
会
日
田
病
院
は
、
社
会
福
祉
法
人
の

病
院
と
し
て
、
経
済
的
理
由
で
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
を
対
象
に
、
無
料

又
は
低
額
診
療
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
市
町
村
県
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」や「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
適
用
を
受
け

て
い
る
方
、
ま
た
「
就
学
援
助
制
度
」
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
低
所
得
等

の
生
計
困
難
な
方
で
、
診
療
費
の
支
払
い
に

つ
い
て
心
配
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
済
生
会

日
田
病
院
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。関
係
機
関
の
証
明
書
、

認
定
書
、
通
知
書
等
で
状
況
を
確
認
の
上
、

診
療
費
の
減
免
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
他
医
療
機
関
を
受
診
中
の
方
は
、

担
当
医
と
ご
相
談
の
上
、
紹
介
状
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
診
療
科
目　
予
約
不
要
。
参
加
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
済
生
会
日
田
病
院

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
１
１
０
０
）

　
※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
５
年
度
第
３
回

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
と
　
き
　
12
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
受
付

■
と
こ
ろ　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術

　
　
　
　
　
専
門
校
（
日
田
市
）

■
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
受
付
（
飛
び
入
り
見
学
歓
迎
）
／
ガ
イ

ダ
ン
ス（
概
要
説
明
）／
校
内
見
学（
実

習
場
見
学
）
／
希
望
の
訓
練
実
習
を
１

つ
体
験
（
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
操
作
実
習

ま
た
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
小
物
製
作
）
／

個
別
相
談
会
（
何
で
も
気
軽
に
相
談
）

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
参
加
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

　

⑷
行
政
手
続
の
電
子
申
請
に
つ
い
て

改
善
意
見
を
提
出
し
た
方

■
ポ
イ
ン
ト
申
請
期
間

　
令
和
６
年
１
月
15
日
㈪
ま
で

■
そ
の
他

　
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ

又
は
楽
天
ペ
イ
か
ら
選
択
で
き
、
県

内
の
店
舗
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。「
税
を
考
え
る
週
間
」

は
、
国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
税
に
つ
い
て
、そ
の
意
義
（
必
要
性
）

及
び
役
割
（
使
途
）
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
様
の
税

に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
向
か
っ
て
」
で
す
。

　

な
お
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施

に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
」
を

▲ＨＰ

▲ＨＰ

試
験·

講
習
会

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集（
前
期
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎

知
識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、

簿
記
、
会
計
等
の
事
務
処
理

■
定
　
員　
20
人

■
対
象
者　

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

18
歳
～
39
歳
の
方
、
離
職
転
職
者
、

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容　
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、

花
き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

■
定
　
員　
20
人

■
対
象
者　
離
転
職
者
等
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料　
無
料

　
（
入
校
時
に
教
科
書
等
の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間　
11
月
27
日
㈪
～

　
令
和
６
年
１
月
11
日
㈭
ま
で

■
入
校
試
験　
令
和
６
年
１
月
14
日
㈰

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
申
込
方
法
　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業

相
談
を
受
け
た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）
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暮らしの情報　●

　防災ヘリコプターについて
問　消防本部　警防課警防係　☎ ０９７３-２４-２２０４

こちらこちら
119番119番
　みなさん、防災ヘリコプターのことはご存じでしょうか？
登山をする方は何度か見たことがあるかと思います。
　防災ヘリコプターとは、都道府県や政令市が所有する
ヘリコプターで、主に救助や消火活動などで地上から対
応することが困難な場合に、地上消防隊と連携しながら
みなさんの安全を守るための活動を行なうヘリコプターの
ことです。
　今の時期、紅葉が色づき、登山をする方が増えています。
同時に登山中の事故も増えています。そのような事故に
対応するため、玖珠消防署では登山中の事故を想定した
訓練を大分県防災航空隊と合同で行っています。
　実際の救助現場では、防災ヘリコプターが隊員を降ろ
す際に強い風が発生するため、消防隊員が近くの登山客
を安全な位置まで離れるように誘導します。登山中に遭
遇した場合は、皆様にご迷惑をお掛けしますが、ご協力
をお願いします。

令
和
６
年
度
竹
工
芸
訓
練
生
募
集

■
募
集
科
名
　
竹
工
芸
科

■
定
員
　
12
人

■
訓
練
期
間
　
２
年
間

■
応
募
資
格
　
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

39
歳
以
下
の
方

■
受
講
料
　
無
料（
作
業
着
等
実
費
必
要
）

■
募
集
期
限
　
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

■
選
考
日
　
令
和
６
年
２
月
11
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
竹
工
芸
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
７
‐
２
３
‐
３
６
０
９
）

大
分
県
農
薬
指
導
士

新
規
認
定
研
修・試
験

　
大
分
県
で
は
、
農
薬
の
安
全
使
用
・
適

性
販
売
を
推
進
す
る
た
め
、
農
薬
や
病
害

虫
防
除
、
関
係
法
令
等
に
関
す
る
知
識
を

有
す
る
「
大
分
県
農
薬
指
導
士
」
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
の
た
め
に
は
、
研
修
受
講
と

試
験
合
格
が
必
要
で
す
。

　
希
望
者
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
　

　
11
月
１
日
㈬
～
12
月
14
日
㈭

■
研
修
日
　
令
和
６
年
２
月
６
日
㈫

■
試
験
日
　
令
和
６
年
２
月
13
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
地
域
農
業
振
興
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
６
６
１
）

消
防
設
備
士
試
験

■
と
　
き
　
令
和
６
年
２
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
試
験
開
始
予
定

■
と
こ
ろ　
大
分
大
学

■
試
験
種
類　
全
類

■
願
書
受
付
期
間

【
電
子
申
請
】

　
12
月
４
日
㈪
～
12
月
15
日
㈮
予
定

【
書
面
申
請
】

　
12
月
７
日
㈭
～
12
月
18
日
㈪
予
定

■
願
書
配
布
場
所
　
県
内
各
消
防
本
部
、

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

■
願
書
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
大
分
県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

受
講
料
無
料
！
２
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・

リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
／
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間　
11
月
20
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

■
訓
練
期
間　

　
令
和
６
年
２
月
２
日
㈮
～
７
月
29
日
㈪

■
そ
の
他

　
12
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫
に
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）
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今
月
の
優
秀
句

今
月
の
優
秀
句

佳
作
　
二
十
二
席

佳
作
　
二
十
二
席

「
小
さ
き
指
」は
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。「
数
え
て
見
せ
る
」

で
目
の
輝
い
て
い
る
子
ど
も
さ
ん
の
映
像
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
愛
情
が
溢
れ
ま
す
。

秋
の
夜
長
に
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
い
つ
も
寝
入
っ
て
し
ま
う

の
は
御
自
身
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
客
観
視
し
ま
し
た
。
で
も

テ
レ
ビ
を
消
さ
れ
る
と
目
を
覚
め
る
ん
で
す
よ
ね
。
穏
や
か
な

秋
の
夜
長
で
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
「
み
ど
り
児
」
と
い
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
「
母
の
手
」
に
視
点
を
当
て
た
愛
情
の
一
句

で
す
。
季
語
も
効
い
て
い
ま
す
。

　

穭
田
は
秋
の
季
語
。
稲
を

刈
っ
た
切
株
か
ら
、
ま
た

新
し
い
茎
が
生
え
る
こ
と
を

「
ひ
つ
じ
」
と
い
い
、
そ
れ

が
田
一
面
に
広
が
っ
て
い
る

さ
ま
。

　

そ
こ
に
、
ま
さ
に
我
が
物

顔
し
て
現
れ
る
鹿
の
親
子
。

鹿
は
田
畑 

荒
ら
す
鳥
獣
で
も

あ
り
ま
す
が
、
田
ん
ぼ
に
平

然
と
現
わ
れ
た
鹿
に
少
し
の

驚
き
と
少
し
の
愛
着
が
湧
き

一
句
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
を
数
え
て
見
せ
る
小ち

さ
き
指

捨
案
山
子
転
が
る
石
を
枕
に
し 

豊
國

桜
紅
葉
一
足
先
の
出
番
か
な 

好
美

吾
も
ま
た
頭
を
垂
れ
て
稲
を
刈
る 

次
江

栗
拾
い
人
と
獣し
し

と
の
せ
め
ぎ
合
い 

重
吉

大
木
を
飲
み
込
む
釣
瓶
落
と
し
か
な 

直
人

天
高
し
直
線
の
雲
東
京
行 

ヤ
ス
コ

天
高
し
一
手
の
妙
や
雲
の
中 

香
澄

鬼
ご
っ
こ
鷺さ
ぎ

の
群
れ
追
う
コ
ン
バ
イ
ン 

則
子

み
ど
り
児
抱
く
母
の
手
合
歓
の
花 

文
子

蚯
蚓
鳴
く
私
の
初
恋
い
つ
だ
っ
け 
律
子

秋
夜
長
テ
レ
ビ
横
目
に
眠
る
夫つ
ま

み
ど
り
児
を
抱い
だ

く
母
の
手
合
歓
の
花

ひ
つ
じ
田
や
我
が
物
顔
の
鹿
二
頭　
　

佐
藤
八
千
子

小
田　

純
子

安
部 

ス
エ
ノ

志
賀　

文
子

（
寸
評
）
わ
ず
か
十
七
文
字
（
十
七
音
）
の
た
め
愛
情
表
現
が
難
し
い
俳

句
は
「
季
語
」
の
助
け
が
必
然
。
今
月
の
巻
頭
句
、
優
秀
句
は
い
ず
れ
も

直
接
的
な
愛
情
表
現
は
し
て
ま
せ
ん
が
、
愛
情
溢
れ
る
優
秀
な
句
で
す
。

佳
作
二
十
四
句
も
実
り
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
句
が
大
集
合
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
ご
投
稿
に
関
す
る
お
願
い
で
す
。
印
刷
発
注
の
た
め
に
前

月
末
ま
で
に
編
集
（
ゲ
ラ
）
を
仕
上
げ
る
関
係
で
毎
月
二
十
五
日
ま
で
広
報
担
当
課
に
届
く
よ
う
ご
投
稿
頂

け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
郵
便
事
情
は
一
旦
大
分
に
集
め
配
送
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ポ
ス
ト

イ
ン
後
、
五
日
く
ら
い
は
か
か
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
広
報
担
当
課
）

読 者 俳 句

「
き
い
ち
ょ
ら
ん
」「
言
う
た
じ
ゃ
ね
ぇ
へ
」栗
拾
う 

き
く
み

氏
神
の
氏
子
行
列
秋
を
踏
む 

左
世
美

香
も
刻
も
知
っ
て
い
る
の
か
黒
揚
羽 

恵
子

秋
う
ら
ら
指
折
り
数
え
見
る
六
輝 

春
蘭

ち
ょ
っ
ぴ
り
泣
き
ち
ょ
っ
ぴ
り
笑
う
秋
の
空 

ト
シ
子

追
い
か
く
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
や
秋
の
旅 

桐
友

梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘
の
ほ
か
は
聞
こ
え
ず
秋
の
暮 

泉
渓

床
下
に
猫
の
声
し
て
居
待
月 

末
子

稲は
ざ
ぶ
す
ま

架
襖
昔
話
に
な
り
に
け
り 

干
城

宝
山
夕
陽
睨
ま
れ
あ
き
ず
ん
ず
ん 

勝
子

無
花
果
の
ぶ
ち
ゅ
ぶ
ち
ゅ
種
の
心
良
さ 

ム
ツ
子 

庭
一
面
赤
と
白
と
の
曼ま

ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華 

良
子

お願い

時 記歳

穭ひ
つ
じ
だ田

ふるさと発見
俳句コンテスト

恵
良
代
の
ま
中
で
く
る
り
秋
立
つ
日 

井
上 

則
子
さ
ん

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

虫
の
音
や
苦
も
楽
も
な
く
一
日
終
ゆ 

幸
谷 

恵
子
さ
ん

苦
で
も
な
い
が
楽
で
も
な
い
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
伝
わ
り
ま
す
。

お
か
ず
な
し
新
米
だ
け
の
朝
ご
は
ん 

平　

猶　

法
さ
ん

美
味
し
い
新
米
は
秋
の
季
語
、
何
と
贅
沢
な
朝
で
し
ょ
う
。

思
い
出
の
あ
の
日
に
飲
ん
だ
あ
の
ラ
ム
ネ 

矢
野 

優
輝
さ
ん

遠
い
あ
の
日
の
あ
の
思
い
出
は
、
ふ
る
さ
と
の
夏
の
思
い
出
。

　
東
飯
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
毎
年
「
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
作
品
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
句
を
紹
介
で
す
。
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

11
月

号
令
和
５
年
11月

17日
発
行（
通
巻
810号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
	0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ

11
月
・
12
月
の
休
日
当
番
医

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
11 月 19 日 北 山 田 クリニック 北山田 0973-73-2030  11 月 19 日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305

23 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121 23 日 石 井 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6886
26 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127  26 日 相 良 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-0214

12 月 3 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 0973-72-7100  12 月 3 日 よ し ま さ 歯 科 日田市 0973-23-8148
10 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 0973-78-8811  10 日 内 川 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0320
17 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711  17 日 お おくら 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0222
24 日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101  24 日 麻 生 歯 科 医 院 右 田 0973-76-2310
29 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 0973-72-0330 29 日 高 木 歯 科 医 院 日田市 0973-22-2317
30 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167 30 日 せ さ き 歯 科 医 院 日田市 0973-23-6481
31 日 高 田 病 院 春日町 0973-72-2135 31 日 井 上 歯 科 医 院 右 田 0973-77-6851

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　コロナ発熱受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　 　鳥／カッコウ

人 の 動 き
10 月 1 日～ 10 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,553 人 （ + 2 ）
男 4,119 人 （ - 4 ）
女 4,434 人 （ + 6 ）

世帯 3,888 （ + 2 ）
（　）は前月からの増減

110 交通安全 2023.10月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 4 3 26 29
野 上 1 1 49 50
飯 田 2 4 6 126 132
南山田 1 17 11 65 76

計 3 26 21 266 287

 編 集 後 記
　今年は暖冬になると言われていますが、
大雪の心配はしなくていいというわけには
いかないみたいです。
　今年の暖冬は海水温が高いことによる
影響が大きいらしく、その場合日本に水蒸
気が多く含んだ空気入ってくることで、寒
波の流入と重なると大雪になる場合があ
るようです。
　急な大雪になることもありそうなので、
備えをしておく必要がありますね。　　T.E

広報ここのえで、１歳・２歳・３歳の誕生日を迎える

お子さんをご紹介するための写真を募集します！

★九重町在住の１歳～３歳までのお子さんが対象です。

★お誕生日の月の広報ここのえに掲載しますので、

　メールで写真をお送りください。

★スマホで撮影した写真もＯＫです！ 詳しくは、

　九重町ホームページをご覧ください。

応募方法

・応募フォーム又はメールアドレス jouhou@town.kokonoe.lg.jp 宛て
に写真を添付してメールしてください。

・写真を送る際に、 メール本文に「お子さんのお名前、ふりがな、 保護者名」
を書いて送信してください。

・受付ができましたら広報担当より返信（開庁日２～３日以内）をしますので、
返信がない場合はお手数をおかけしますが電話等でご確認をお願いします。

問　情報デジタル推進課（☎０９７３－７６－３８７４）

※お送りいただいた写真や情報は本目的以外には使用しません。

応募締切 ・１２月がお誕生日のお子さん：１１月２７日（月）まで

・　１月がお誕生日のお子さん：１２月２５日（月）まで

▲応募フォーム ▲九重町ＨＰ

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

辛
か ら し ま

嶋 真
ま ゆ

由 女 祐
ゆ う し ん

信 相 狭 間
佐
さ と う

藤 生
い と は

采華 女 興
こ う せ い

成 下 旦 三
末
す え な が

長　 朔
さく

男 祐
ゆ う た

太 中 央 二
菅

す が
家 凛

り ん こ
子 女 敏

と し き
貴 南 恵 良

おめでとうございます

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

入
い り べ

部 安
や す こ

子 ８７ 北 恵 良 二
岩
い わ さ

佐 長
な が と し

壽 ９１ 陣 の 内 上
梅
う め き

木 右
ゆ う じ

二 ８６ 後 野 上
緒
お が た

方 文
の り あ き

明 ８６ 無 田 中 一
甲

か い
斐 睦

む つ お
生 ７６ 筋 湯

清
き よ た け

竹 逸
い つ お

翁 ８８ 黒 猪 鹿
佐
さ と う

藤 マ サ 子
こ

９０ 川 下 北
髙
た か く ら

倉 綾
あ や こ

子 １００ 後 辻
武
たけいし

石 平
へ い は ち ろ う

八 郎 ８２ 川 西 三
溝
み ぞ べ

部 美
み よ

代 ８６ 湯 沢
宇

う さ
佐 秀

ひ で お
夫 ８０ 下 尾 本
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